
あう
中高生版としょかんNews 2020・夏号

絵本って子どもだけのものじゃないんやで！！今回の特集は、絵本！

考えさせられる絵本、泣ける絵本、笑える絵本・・・。小さいときにお気に入りやっ

た本を読み返してみてもグっとくる。

小説とかと違ってすぐ読めるから、すきま時間にピッタリかも！

いろいろ紹介するので、見てってな～。絵本も好みがあるから、なんか違うな～と

思ったら、次々ちがうやつ読んでみるのも全然OK！
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えーちゃん母・ちなみさん

つづく
『イワイとえーちゃん』 不定期更新中★

YAコーナーと学習室でも読めるよ～

⑯
絵本だよ！図書館 の巻

えーちゃん（幼稚園時代）＆

その弟・タカヒロくん

『キュッパのはくぶつかん』

オーシル・カンスタ・ヨンセン/さく ひだに れいこ/やく

（福音館書店）

『あたまにつまった石ころが』
キャロル・オーティス・ハースト／文

ジェイムズ・スティーブンソン／絵 千葉 茂樹／訳 （光村教育図書）

『ルリユールおじさん』
いせ ひでこ／作 （理論社）

好き
自分の好きなことってなんやろ？

これを見るだけでうっとりする～、とか

これをしとるときは時間を忘れてるわ！

と自分の好きなことに気づくのも良い時間。

旅する

『宮沢賢治「旭川。」より』

宮沢 賢治／原作 あべ 弘士／文・画 （BL出版）

『ぼくのたび』

みやこし あきこ／作（ブロンズ新社）

『チムとゆうかんなせんちょうさん』
エドワード・アーディゾーニ／さく せた ていじ／やく

（福音館書店）

眺めるだけで旅気分。

美しい絵を堪能してね。

旅好きな作者が描く美しい絵本

絵の美しさに見とれます・・・

『リンドバーグ 空飛ぶネズミの大冒険』

トーベン・クールマン／作 金原 瑞人／訳

（ブロンズ新社）

絵はシンプル！白い背景に黒い線で単純な絵が続く。

「なにかが足りない それでぼくは楽しくない

足りないかけらを探しに行く」

ころがって歌いながら、足りないかけらを探しにいく

「ぼく」。

いいかけらを見つけた！と思っても小さかったり、

大きかったり、壊れてしまったり・・・。

そして、とうとうぴったりのかけらを見つけたけど・・・？

いろんな感じ方ができる本。

『ぼくを探しに』
シルヴァスタイン／作 倉橋 由美子／訳 （講談社）

集めることが大好きな男の子、キュッパ。

好きなことをつきつめた

男の人のおはなし。

本造り職人のおじさんとの出会い。

パリの街並みが美しい

チム、小さいのにすごい・・・

ネズミが何度も何度も挑戦して

空飛ぶ道具を作る！ニューヨーク

にたどりつけるのか？



伊勢市立伊勢図書館
指定管理者/株式会社図書館流通センター

【ＹＡ・伊勢図書館】

@IselibYa

フォローしてな～♪

『どーしたどーした』

天童 荒太／文 荒井 良二／絵（集英社）

『わすれられないおくりもの』

スーザン・バーレイ／さく・え 小川仁央／やく（評論社）

『アンジュール ある犬の物語』

ガブリエル・バンサン／作（BL出版）

『ずーっとずっとだいすきだよ』
ハンス・ウィルヘルム／えとぶん 久山 太市／やく

（評論社）

『泣いてもいい？』
グレン・リングトゥヴィズ／作 シャロッテ・パーディ／絵

田辺 欧／訳（今人舎）

泣く

笑う

たちどまる

『天女かあさん』

ペク・ヒナ／作 長谷川 義史／訳（ブロンズ新社）

『やぎのしずかのたいへんなたいへんないちにち』

田島 征三／作（偕成社）

『どうするどうするあなのなか』
きむら ゆういち／文 高畠 純／絵（福音館書店）

たちどまった時に読みたい本。

まあいっか～となったり、よっしゃ！やるで！となったり、

ちょっと考えてみたり・・・。

『ぼちぼちいこか』

マイク・セイラー／さく ロバート・グロスマン／え

いまえ よしとも／やく（偕成社）

『それしかないわけないでしょう』

ヨシタケ シンスケ／著（白泉社）

『フレデリック ちょっとかわったのねずみのはなし』

レオ・レオニ／作 谷川 俊太郎／訳（好学社）

『かないくん』
谷川 俊太郎／作 松本 大洋／絵（東京糸井重里事務所）

『ありがとう、フォルカーせんせい』

パトリシア・ポラッコ／作・絵 香咲 弥須子／訳（岩崎書店）

なんか元気でるんさ！

未来はたくさんある！

それしかないわけない！

まあ読んでみてね

しあわせ

『ロバのシルベスターとまほうのこいし』

ウィリアム・スタイグ／作 せた ていじ／やく（評論社）

『すてきな三にんぐみ』

トミー・アンゲラー／さく いまえ よしとも／やく

（偕成社）

ちょっと長いけど、最後に

しあわせな気持ちになれます。

小さいときに読んだかも。

絵がおしゃれで、部屋に飾っておきたい！

泣きたいときは泣く！

いろんなモヤモヤ洗いながそう。

絵がはじけてます！

めちゃくちゃ大変な一日！

こんなに深いお話とは、

表紙を見ただけでは

気付かなかった・・・

泣きます・・・

字のない絵本。絵の迫力！

小学校の教科書で読んだかも？

もう一度読んでみて。

大好きなおばあちゃんを連れに来た死神に

教えてもらったことは・・・。

仲間たちから、何もしてないと

思われていたフレデリックは、

冬眠の時期になると・・・！

たちどまって考える絵本

フォルカー先生がかっこいいのです。

いったいどうなるの？

絵本でくすっと笑ったり

大笑いしたり・・・

読むとほっこり幸せな気分。


